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福　　　岡　　　市

生の松原元冠防塁発掘調査概報

鎌倉時代（13世紀）における

蒙古襲来に対する石築地の考古学的調査一

昭　和　4　3　年　3　月



発
刊
　
の
　
こ
　
と
　
ば

本
市
で
は
、
重
点
施
策
の
　
「
市
民
文
化
の
造
型
」
具
現
化
の
い
つ
か

ん
と
し
て
、
わ
が
国
唯
－
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
史
跡
元
窟
防
塁
保

存
整
備
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
復
原
と
活
用
を
促
す
た
め
、
基
礎

的
な
第
一
年
次
の
科
学
的
総
合
調
査
を
、
と
の
た
び
国
お
よ
び
県
の
補

助
を
受
け
、
鏡
山
猛
教
授
を
は
じ
め
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

お
よ
び
国
史
学
研
究
室
、
工
学
部
建
築
学
研
究
室
お
よ
び
土
木
工
学
研

究
室
、
理
学
部
地
質
学
研
究
室
、
福
岡
教
育
大
学
の
関
係
教
官
、
研
究

室
員
、
九
州
大
学
農
学
部
付
属
演
習
林
事
務
所
、
福
岡
県
福
岡
農
林
事

務
所
、
地
元
関
係
各
位
葱
ど
各
方
面
の
ご
指
導
と
ど
協
力
を
得
て
．
生

の
桧
原
地
区
史
跡
指
定
地
な
ら
び
に
周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
関
係
各
位
の
文
化
財
に
対
す
る
深
い
ど
理

解
と
ど
協
力
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
調
査
概
報
に
よ
り
、
文
化
度
研
究
の
一
資
料
と
し
て
各
分
野
で

大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
率
い
で
す
。

な
お
、
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
調
査
お
よ
び
原
稿
の
敬
重
を
担
当

さ
れ
た
九
州
大
学
関
係
教
官
各
位
を
ら
び
に
航
空
写
真
を
提
供
く
だ
き

っ
た
朝
日
新
聞
社
を
は
じ
め
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
関
係
各
位
の
ど

協
力
に
対
し
ま
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
五
日福

岡

市

教

育

委

員

会

教
育
長
　
長
　
束
　
正
　
之

例
　
　
言

調
査
員
お
よ
び
関
係
者
は
、
巻
末
に
列
記
し
た
が
、
ー
は
岡
崎
敬
、

下
条
信
行
、
二
は
鏡
山
猛
、
太
田
清
六
指
導
の
も
と
に
、
土
田
充
義
、

佐
藤
缶
、
下
条
、
柳
田
純
孝
、
橋
口
達
也
、
三
は
種
子
田
定
勝
、
温
湯

勝
相
、
辻
和
毅
、
南
基
痔
、
四
は
山
内
豊
聴
、
五
は
川
添
昭
二
、
六
は

鏡
山
、
岡
崎
、
下
条
、
巻
末
の
表
お
よ
び
関
係
文
献
は
川
添
が
抱
当
し

た
。
附
図
は
下
条
、
橋
口
が
ト
レ
ー
ス
を
担
当
し
た
。
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‐
ま
　
え
　
が
　
き

十

三

世

紀

初

屈

、

外

モ

ウ

コ

の

一

角

よ

り

か

こ

っ

た

チ

ン

ギ

ス

・
カ
　
ン
は
、
内
、
外
モ
　
ン
ゴ
　
ル
を
あ
わ
せ
西
城
を
せ
め
、
モ
ウ
　
コ

帝
国
を
建
設
し
た
。
十
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
モ
　
ン
ゴ
ル
、
甲

国
大
陸
を
は
じ
め
シ
ベ
リ
ア
、
甲
央
ア
ジ
ア
、
ロ
　
シ
ア
、
東
欧
、

イ
ン
ド
シ
ナ
に
か
よ
ぶ
広
大
を
版
図
を
も
つ
世
界
帝
国
と
な
り
、

東

西

の

文

化

交

流

に

画

期

的

な

役

割

を

は

た

す

に

い

た

っ

た

の

で

あ
る
。

甲
国
大
陸
に
お
け
る
モ
　
ン
ゴ
　
ル
王
朝
は
、
フ
ビ
ラ
イ
　
（
世
祖
）

の
時
に
、
元
と
よ
ば
れ
た
°
　
フ
ビ
ラ
イ
は
、
高
麗
を
攻
め
て
服
属

さ

せ

、

さ

ら

に

江

南

の

南

朱

を

攻

略

し

た

。

わ

が

文

永

十

一

年

（
元
の
至
元
十
－
年
、
－
二
七
四
年
）
　
元
は
、
高
麗
経
由
、
戦
艦

九
百
健
、
三
万
余
の
軍
隊
を
お
く
つ
て
、
わ
が
国
を
攻
め
た
°
　
対

馬

、

壱

岐

を

へ

て

、

博

多

湾

に

入

り

、

今

津

に

上

陸

し

、

百

道

原

よ

り

、

鹿

原

．

赤

坂

に

ま

で

至

っ

て

い

る

。

幸

い

暴

風

の

た

め

艦

船
沈
没
す
る
も
の
が
多
く
、
事
な
き
を
得
た
。

南
宋
を
渡
ぼ
し
た
元
は
、
弘
安
四
年
　
（
一
二
八
－
年
）
、
高
麗
、

お

よ

び

江

南

の

二

万

よ

り

、

再

び

博

多

湾

に

せ

ま

っ

た

が

、

こ

の

際

は

、

つ

い

に

上

陸

す

る

こ

と

が

で

き

ず

、

ま

た

ま

た

暴

風

の

た

め

撤

退

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

こ

の

二

回

に

わ

た

る

蒙

古

襲

来

を

、

わ

が

国

で

は

、

「

文

永

の

役

」

、

「

弘

安

の

役

」

と
よ
ん
で
い
る
。
．
こ
れ
は
世
界
史
的
に
み
て
、
モ
　
ン
ゴ
　
ル
帝
国
の

膨

張

活

動

の

波

に

ひ

き

か

こ

さ

れ

た

－

事

件

で

あ

る

が

、

わ

が

国

で

は

鎌

倉

幕

府

の

存

在

基

盤

を

は

げ

し

く

ゆ

る

が

し

た

大

事

件

で

あ
っ
た
。
一
こ
の
後
、
九
州
か
ら
「
倭
寇
」
　
な
ど
と
し
て
大
陸
や
南

方

に

発

展

し

た

の

は

、

こ

の

事

件

が

契

機

で

あ

っ

た

と

、

と

か

れ

て
い
る
o

文
永
の
役
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
鎌
倉
幕
府
は
太
宰
府
、
博
多

お
よ
び
今
津
を
守
る
た
め
に
、
建
治
二
年
　
（
－
二
七
六
年
）
、
鎮

西
諸
国
の
武
士
な
ど
を
動
員
し
て
、
異
国
警
固
の
石
築
地
を
構
築

さ
せ
た
。
こ
の
築
造
は
三
月
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
年
の
八
月
に
完

成
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
石
築
地
は
、
福
岡
市
の
香
椎
よ
り
、
箱
崎
、
博
多
、
百
道
、

生
の
桧
原
、
今
宿
を
へ
て
今
津
大
原
に
至
る
約
二
〇
キ
ロ
に
わ
た
～

る
現
在
「
元
寇
防
塁
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
弘
安
の
役
吼
1

元
軍
が
つ
い
に
上
陸
す
る
こ
と
な
し
に
卦
わ
つ
た
の
は
・
こ
の
石
～

築
地
　
（
防
塁
）
　
の
構
築
が
、
－
つ
の
原
田
で
あ
っ
た
こ
と
は
み
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
石
築
地
は
、
大
正
二
年
七
月
、
福
岡
日
々
新
聞
社
主
催
の

元
寇
現
地
講
演
会
の
際
、
今
津
に
お
い
て
二
カ
所
が
発
掘
さ
れ
、

甲
山
乎
次
郎
博
士
に
，
よ
っ
て
　
「
元
寇
防
塁
」
　
の
名
が
あ
た
え
ら
れ
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
　
（
以
下
防
塁
の
名
で
よ
ぶ
）

つ
い
で
、
大
正
九
年
十
月
、
教
育
勅
語
下
賜
三
十
周
年
を
記
念

し
て
、
百
道
原
の
防
塁
が
西
新
高
等
尋
常
小
学
校
生
徒
の
手
に
，
よ

っ
て
層
掘
さ
れ
た
。
大
正
十
四
年
七
月
に
は
、
武
谷
水
城
氏
が
福

岡
市
香
椎
、
浜
男
で
、
「
石
築
地
ら
し
い
も
の
」
　
を
発
見
し
た
。

香
椎
に
石
築
地
の
構
築
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
述
の
古
文
書
な
ど
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
福
岡
県
嘱
託
で
あ
っ
た
島
田
寅
次

郎

氏

は

大

正

十

二

年

よ

り
、
十

三

年
に

か

け

て

防
塁

の

調
査

な

行



な
っ
た
。
昭
和
十
六
年
、
お
な
じ
く
嘱
託
で
あ
っ
た
川
上
市
太
郎

氏
は
、
県
の
虞
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
十
四
韓
と
し
て

『
元
寇
防
塁
』
　
（
地
之
巻
）
　
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
中
に
　
「
蒙
古

軍
船
碇
石
」
、
「
元
寇
防
塁
」
、
「
多
可
島
考
」
　
を
お
き
め
、
島

田
氏
の
調
査
の
成
果
を
お
り
こ
ん
で
い
る
。

戦
後
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
道
路
建
設
に
あ
た
り
、
福
岡
県

教
育
委
員
会
の
渡
辺
正
気
民
ら
に
－
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
o

戦
前
の
調
査
は
、
国
威
発
揚
の
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
任
意
の

地
点
の
偶
然
的
な
調
査
で
、
あ
る
面
で
は
や
む
を
得
な
い
点
が
あ

っ
た
。
昭
和
六
年
三
月
三
十
一
日
、
今
津
、
今
宿
、
生
ノ
桧
原
、

西
新
町
、
地
行
西
町
お
よ
び
箱
崎
の
　
「
元
寇
防
塁
」
　
が
、
史
鏡
と

し
て
指
定
き
れ
た
。
し
か
し
日
本
史
お
よ
び
、
世
界
度
的
に
み
て

も
、
き
わ
め
て
重
要
湊
「
こ
の
遺
跡
は
、
都
市
の
発
展
に
と
も
凄
　
い
、

こ
と
に
戦
後
は
防
潮
堆
、
海
水
浴
場
な
ど
の
施
設
が
つ
く
ら
れ
、

急
速
に
破
壊
の
危
険
が
あ
ー
ク
、
総
合
的
な
学
府
調
査
と
、
そ
の
保

存
対
策
が
、
福
岡
市
民
の
み
夜
ら
ず
、
各
界
よ
り
要
望
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

幸
い
、
文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
福
岡
市
の
要
望
に
こ
た
え
、

仲
野
宏
技
官
を
お
く
つ
て
、
そ
の
実
情
を
調
査
、
委
員
会
と
し
て

も
最
大
限
の
措
置
を
と
ら
れ
、
ま
た
福
岡
県
教
育
委
員
会
も
多
く

の
協
力
を
は
た
さ
れ
た
む
　
こ
の
た
め
福
岡
市
教
育
委
員
会
の
事
業

と
し
て
　
「
元
寇
防
塁
」
　
の
調
査
が
三
カ
年
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
，
な
し
タ
、
九
大
、
鏡
山
猛
教
授
を
団
長
と
す
る
九
州
大
学
文
学
部

考
古
学
研
究
室
、
工
学
部
建
築
学
教
室
、
水
工
土
木
学
教
室
、
理
学

部
地
質
学
研
究
室
、
福
岡
教
育
大
学
の
各
分
野
の
専
門
家
よ
―
打
て
夜

る
調
査
団
が
構
成
さ
れ
た
。
初
年
度
は
今
津
、
生
の
桧
原
地
区
の

全
面
測
量
、
ま
た
元
寇
防
塁
関
係
史
科
の
集
成
と
と
も
に
生
の
桧

原
地
区
の
発
掘
調
査
を
行
凌
‐
い
、
防
塁
線
の
現
状
、
復
原
、
防
塁

の
構
造
、
石
材
、
お
よ
び
そ
の
産
地
、
築
造
当
時
の
地
形
復
原
を

行
な
い
ほ
ほ
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
三
月
一
日
よ
り
十
五
日
に
わ
た
り
、
福
岡
市
姪
浜

小
戸
神
社
と
長
重
出
の
問
の
　
「
生
の
桧
原
」
　
地
区
で
お
こ
な
わ
れ
、

－
日
に
∴
ほ
阿
部
源
蔵
市
長
は
じ
め
、
県
、
市
関
係
者
、
学
界
、
教

育
界
、
地
元
の
代
表
者
な
ど
の
出
席
を
え
て
鍬
入
式
が
行
な
わ
れ
亀
～

生
の
桧
原
地
区
を
先
ず
遠
足
し
た
の
は
、
九
州
大
学
分
院
裏
の
2

防
塁
が
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
舟
∵
り
防
潮
擬
築
造
に
あ
た
っ
て
、
～

前
面
の
石
垣
部
を
あ
ら
わ
し
、
こ
の
ま
ゝ
で
は
崩
壊
の
お
そ
れ
が

あ
っ
た
た
め
と
、
生
の
桧
原
地
区
は
近
年
海
水
浴
場
と
な
り
防
塁

上
面
の
破
壊
が
ひ
ど
く
、
急
速
に
調
査
の
必
要
を
み
と
め
た
か
ら

で
あ
る
。

二
、
生
の
桧
原
の
防
塁
と
そ
の
構
造
　
（
第
一
・
二
図
）

長
垂
海
岸
よ
り
姪
ノ
浜
小
戸
海
岸
に
か
け
て
約
二
．
五
キ
ロ
　
に

わ

た

る

砂

丘

よ

り

の

東

よ

り

に

、

十

郎

川

が

砂

丘

を

き

っ

て

博

多

湾

に

そ

ゝ

い

で

い

る

。

小

戸

よ

り

十

郎

川

に

い

た

る

砂

丘

上

に

防

塁

が

の

こ

つ

て

い

る

が

、

破

壊

さ

れ

た

部

分

が

多

い

。

十

郎

川

よ



り

西

、

長

垂

海

岸

が

現

在

の

生

の

桧

原

の

主

体

を

な

し

、

桧

原

甲

砂
丘
に
防
塁
が
の
こ
っ
て
い
る
。

九

大

分

院

う

ら

の

防

潮

姥

の

築

造

に

あ

た

り

、

約

六

十

メ

ー

ト

ル

ば

か

り

防

塁

前

面

石

積

み

が

あ

ら

わ

れ

、

こ

の

部

分

を

重

点

と

し
、
さ
ら
二
に
長
垂
に
い
た
る
間
、
四
カ
所
に
防
塁
に
直
角
に
ト
レ

ン

チ

を

設

定

、

そ

の

構

造

を

調

査

し

た

の

で

あ

っ

た

。

分

院

裏

は

A

、

B

、

そ

れ

以

西

は

C

－

F

地

点

と

し

長

さ

－

〇

メ

ー

ト

ル

、

幅
三
メ
ー
ト
ル
一
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。

分

院

裏

の

A

地

点

は

防

塁

の

露

出

し

た

場

所

で

六

五

メ

ー

ト

ル

に

、

－
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
A
－
B
地
点
と
C
 
I

／

F

地

点

で

は

築

造

の

構

造

を

異

に

す

る

の

で

、

い

ま

ニ

っ

に

わ

け

で
説
・
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

1
A
・
B
地
点
（
九
大
分
院
裏
）
（
オ
ニ
、
三
、
四
図
）

三
月
ニ
日
防
潮
堤
が
き
ず
か
れ
、
石
築
地
の
旛
出
し
て
い

る
六
五
×
一
〇
刑
を
調
査
区
に
え
ら
び
、
三
X
－
○
肌
を
－

ト
レ
ン
チ
と
し
、
西
か
ら
A
l
、
A
2
、
…
・
．
・
と
称
し
、
A

2
2
区
ま
で
設
定
し
た
。

防
塁
の
前
面
（
海
側
）
を
み
る
と
、
．
A
5
区
で
石
材
の
相

違
が
み
ら
れ
、
西
側
は
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
（
P
e
吋
ヨ
a
t
i
什
e

巨
晶
花
崗
岩
）
が
積
ま
れ
、
東
は
砂
岩
（
訟
監
払
七
°
1
e
－
）
・

を
主
体
に
構
築
き
れ
て
い
る
。
発
掘
は
石
材
の
差
異
に
注
意

し
、
A
2
区
、
、
A
5
区
、
A
l

l
区
か
ら
開
始
し
た
。

A

2

区

は

、

前

面

に

三

〇

X

五

〇

m

の

長

形

の

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

が
ニ
～
三
段
に
積
ま
れ
る
。
　
奥
行
は
四
〇
～
五
〇
第
と
大
き
く
、

そ
の
背
後
一
肌
に
わ
た
っ
て
－
○
～
二
〇
㎝
の
小
礫
が
み
ら
れ
、

史

に

空

・

五

肌

を

粘

土

で

補

強

さ

れ

た

状

態

が

み

え

る

。

前

面

か

ら

三

・

ー

m

～

七

m

ま

で

砂

の

ゆ

る

い

傾

斜

面

に

－

五

用

内

外

の

円

礫

が

点

々

と

配

さ

れ

て

い

る

。

前

面

が

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

の

大

き

な
角
礫
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
傾
斜
面
に
は
砂
岩
、
ペ
グ
マ
タ
イ

ト
が
少
し
含
ま
れ
る
も
の
の
玄
武
岩
　
（
B
a
∽
a
〓
）
　
及
び
玄
武
岩

地
帯
か
ら
産
す
る
角
閃
石
（
A
m
p
h
i
 
b
。
l
 
i
 
t
 
e
）
等
が
大
部
分
を

高
め
る
。
前
面
は
地
表
か
ら
六
〇
伐
で
砂
丘
面
に
適
し
南
三
・
一

刑
の
f
ー
P
 
t
を
面
ま
で
小
礫
を
粘
質
土
で
固
め
、
前
面
か
ら
七

肌
で
―
六
〇
㎝
傾
斜
す
る
勾
配
を
も
っ
。

A
5
区
は
前
面
の
大
き
な
角
礫
の
背
後
ー
．
ニ
刑
ま
で
小
礫
が

裏
込
め
さ
れ
、
粘
質
土
が
ニ
・
ニ
m
っ
ゞ
き
、
南
六
・
二
桝
ま
で

ゆ
る
い
傾
斜
面
に
玄
武
岩
主
体
の
円
礫
が
置
か
れ
た
状
態
に
あ
る
。

傾
斜
面
の
配
石
は
、
A
5
区
を
境
に
砂
岩
を
主
体
と
す
る
A
d

区
以
東
で
は
み
ら
れ
な
い
。
A
7
区
東
断
面
に
よ
れ
ば
、
地
表
か
ら

－
・
七
で
前
面
は
砂
丘
面
に
適
し
、
砂
岩
が
五
段
に
積
ま
れ
て
い

る
○
　
前
面
が
ほ
ぼ
垂
直
な
た
ち
あ
が
り
を
み
せ
る
の
に
対
し
、
背

面
の
基
底
で
－
・
六
刑
、
上
部
は
－
．
〇
m
と
な
り
、
そ
の
間
に

角
礫
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
粘
質
土
は
地
表
か
ら
－
．
ニ
m
、
　
前

面
か
ら
ニ
・
八
m
ま
で
み
ら
れ
、
前
面
の
石
組
を
補
強
す
る
形
で

～
－
．
）～



認
め
ら
れ
る
。

A
出
区
の
前
面
は
六
段
に
積
ま
れ
て
い
る
。
高
さ
－
．
．
五
m
。

基
鹿
部
は
ー
・
四
m
、
上
部
〇
．
九
m
の
幅
を
も
ち
、
砂
岩
で
が

っ
ち
り
組
ま
れ
、
粘
質
土
は
南
三
．
五
m
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
基

鹿
部
内
側
の
レ
ベ
ル
は
、
地
表
か
ら
ー
場
〇
m
で
砂
丘
の
最
上
部

に
達
し
、
前
面
で
ー
．
五
m
下
が
る
勾
配
で
海
に
の
び
、
陸
側

（
南
）
に
も
ゆ
る
い
傾
斜
で
下
が
る
。
A
7
区
で
は
南
七
m
で
ニ
二
物

A
l
l
区
で
は
南
六
m
で
二
．
四
m
下
が
る
砂
の
層
が
み
ら
れ
、
A

2
～
5
区
の
傾
斜
面
の
勾
配
に
近
い
。

A
1
6
区
、
A
2
2
区
は
か
な
h
y
撹
乱
さ
れ
て
い
る
が
砂
岩
に
よ
る

前
面
の
構
築
に
限
ら
れ
る
。

A
2
区
よ
り
三
ニ
m
西
に
設
定
さ
れ
た
取
―
ト
レ
▼
y
吏
（
三
X
ニ
ー

m
）
は
、
前
面
に
砂
岩
（
A
2
区
か
ら
西
は
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
か
ら

砂
岩
に
主
体
が
か
わ
る
）
が
積
ま
れ
、
裏
込
め
の
小
礫
が
－
．
三

m
ま
で
っ
ゞ
く
。
粘
質
土
は
二
・
二
m
の
幅
を
も
ち
、
〓
p
t
を
面
が

前
面
か
ら
五
m
と
A
2
～
5
区
よ
h
ソ
や
ゝ
広
い
。
南
五
m
か
ら

ー
〇
m
ま
で
砂
の
ゆ
る
い
傾
斜
と
な
り
、
A
ト
レ
ン
チ
よ
り
密
に

配
石
が
み
ら
れ
る
。
玄
武
岩
が
主
体
。
前
面
は
地
表
よ
り
－
．
五

m
、
基
鹿
部
内
側
は
〇
．
九
五
で
砂
丘
面
に
達
し
南
一
〇
m
で

ー
・
五
m
下
が
る
傾
斜
は
A
ト
レ
ン
チ
と
は
ゞ
同
じ
で
あ
る
。
A

2
区
と
の
間
に
も
傾
斜
面
の
配
石
が
み
ら
れ
、
A
5
区
に
達
す
る

と
考
え
ら
れ
た
O

前
面
よ
り
海
側
に
も
石
積
が
み
ら
れ
た
。
A
2
区
よ
り
西

二
〇
・
四
m
の
点
か
ら
前
面
よ
り
ー
ー
五
c
m
、
内
側
で
七
〇
c
m
の

は
り
出
し
が
み
ら
れ
、
B
―
ト
レ
　
ン
チ
せ
－
で
っ
ゞ
く
〇
　
五
〇
X
八
〇

程
の
前
面
よ
り
更
に
大
を
―
揉
玄
武
岩
に
限
ら
れ
、
前
面
よ
り
四
〇

㎝
高
い
砂
の
上
に
ー
～
二
段
に
積
ま
れ
高
さ
は
四
〇
～
六
〇
c
m
に

と
ど
ま
る
o
　
前
面
の
問
七
〇
、
㎝
に
は
砂
が
詰
め
ら
れ
、
砂
岩
を
主

体
と
す
る
前
面
と
は
別
の
独
立
し
た
石
積
み
で
あ
る
。
前
面
と
は

構
築
の
年
を
異
に
す
る
補
修
部
分
と
考
え
ら
れ
た
。

前
面
か
ら
〇
・
九
～
ー
・
六
m
を
が
っ
ち
り
組
み
、
そ
の
背
後

を
粘
質
土
で
補
強
す
る
点
は
各
ト
レ
　
ン
チ
に
共
通
す
る
。
各
ト
レ

ン
チ
の
前
面
の
高
さ
は
一
定
し
な
い
が
、
最
も
保
存
の
よ
い
A
 
d

・
7
区
の
ー
・
八
m
の
高
さ
を
当
時
の
上
面
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
背
面
の
砂
の
傾
斜
も
各
ト
レ
　
ン
チ
に
共
通
す
る
と
考
え
て

よ
い
。
A
5
区
か
ら
西
に
は
傾
斜
面
に
配
石
が
み
ら
れ
、
A
 
d
区

か
ら
東
に
∵
ほ
全
く
み
ら
れ
な
い
事
実
は
、
石
材
が
玄
武
岩
を
主
体

に
す
る
点
で
前
面
（
A
5
区
か
ら
西
は
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
、
東
は
砂

岩
が
主
体
）
と
異
な
り
、
石
築
地
課
役
の
分
担
区
に
ょ
る
相
違
と

と
も
に
、
む
し
ろ
B
ト
レ
ン
・
チ
前
後
の
玄
武
軍
と
の
ー
致
を
考
慮
す
れ

ば
、
前
面
と
の
時
期
差
を
考
え
て
よ
い
の
か
も
知
れ
夜
∴
い
。

（
佐
藤
倍
・
柳
田
純
孝
）



2

C
～
F
地
点
（
牙
二
．
三
図
）

C
地
点
を
除
い
て
D
～
F
地
点
は
ほ
ぼ
同
様
な
特
徴
を
示

し
て
い
る
の
で
、
C
と
D
～
F
に
わ
け
て
の
べ
る
。

C
　
1
地
　
島

そ
の
大
部
分
を
失
な
い
、
基
鹿
部
が
わ
ず
か
に
の
こ
る
の

み
で
、
な
ん
と
な
く
防
塁
の
お
も
か
げ
を
し
の
べ
る
程
度
で

あ
る
。
石
材
は
砂
岩
を
使
用
し
、
他
の
部
分
と
同
様
に
石
積

み
の
後
方
を
蘭
土
で
補
強
し
て
い
る
。
そ
の
粘
土
の
様
子
は

／

石

積

み

の

近

上

は

小

石

ま

じ

り

の

粘

土

質

で

あ

る

が

、

石

積

み
ょ
り
は
な
れ
る
に
し
た
が
っ
て
砂
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
き
、

そ

の

厚

さ

も

う

す

く

を

っ

て

い

く

。

又

石

積

み

の

前

面

に

は

砂

岩

の

小

礫

が

散

在

し

、

石

積

が

く

ず

れ

た

様

子

を

も

の

が

た
っ
て
い
る
。

D
～
F
地
点

D

～

F

地

点

の

構

造

は

基

本

的

に

同

じ

で

あ

る

。

石

材

は

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

を

主

と

し

て

使

用

し

て

い

る

。

D

～

F

地

点

と
も
常
石
積
み
の
上
部
1
－
3
～
2
－
3
程
度
が
失
わ
れ
て
い

る

が

、

そ

の

構

造

の

特

質

は

あ

る

程

度

う

か

が

え

る

。

D

～

F
と
も
に
石
積
み
の
巾
は
ー
・
五
～
二
m
の
間
（
O
t
―
七
m

E
－
ー
．
五
　
m
、
F
1
2
　
m
）
　
で
あ
る
が
、
そ
の
前
面
と
背

面

は

大

き

な

石

で

構

築

し

、

そ

の

間

に

小

磯

を

主

と

し

て

用

い
て
内
部
を
固
め
、
背
面
に
∵
妊
石
積
み
の
厚
さ
と
同
じ
厚
さ

で

粘

土

を

張

り

補

強

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

A

1

2

、

B

ト

レ
　
ン
チ
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
石
積
み
後
方
の
構
造
は
確
認
で
き
な

か

っ

た

。

（

牙

三

図

）

D
地
点
は
石
積
み
の
巾
は
ー
・
七
m
、
現
存
高
一
・
二
　
m
程
度

で
か
～
F
ト
レ
　
ン
チ
の
な
か
で
も
そ
の
癖
造
の
特
偏
が
も
っ
と
も

よ

く

わ

か

る

。

石

積

み

の

上

部

は

あ

と

二

段

ほ

ど

の

石

の

高

さ

で

も
と
も
と
の
高
さ
　
（
－
．
七
m
程
度
）
　
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の

部

分

の

石

と

思

わ

れ

る

も

の

が

石

積

み

の

前

面

に

散

在

し

て

お

り
、
く
ず
れ
た
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
（
牙
三
図
1
ニ
）
～

又

D

地

点

の

石

材

は

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

を

主

と

し

て

い

る

が

、

そ

の

5

鹿
部
に
∴
ほ
か
な
り
の
玄
武
岩
の
小
礫
を
用
い
て
い
る
し
　
又
石
積
み

の
背
面
を
補
強
し
て
い
る
粘
土
に
は
土
師
器
、
須
虚
器
等
が
混
在

し

て

お

り

、

城

の

原

附

近

の

粘

土

を

は

こ

ん

で

き

た

も

の

と

思

わ

れ
る
。

E
地
点
は
巾
ー
・
五
m
、
現
存
高
〇
．
七
m
程
度
で
あ
り
、
上

部
－
m
近
く
が
矢
を
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

F
　
地
　
島
　
は
基
鹿
部
の
巾
二
m
、
現
存
高
〇
．
八
m
で
こ
れ

も
上
部
ー
m
近
く
は
失
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
叉
こ
れ
は
石

積
み
の
前
面
に
礫
が
散
在
し
、
D
と
同
様
に
く
ず
れ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。

（
土
田
充
義
、
橋
口
達
也
）



5
・
　
防
塁
構
造
の
総
括

A

～

B

と

C

～

F

地

点

の

防

塁

の

相

違

を

更

に

概

括

的

に

述
べ
て
み
ょ
う
。

．

掛
造
　
A
i
B
で
は
・
前
面
（
海
側
）
の
石
積
み
は
自
然

砂
丘
の
傾
斜
面
を
掘
り
下
げ
た
上
に
構
築
さ
れ
る
。
最
前
面

に
ー
重
の
塊
石
を
数
段
配
し
、
そ
の
後
方
に
嘉
詰
め
の
よ
う

な
円
礫
を
詰
め
最
後
方
に
そ
れ
よ
り
や
ゝ
大
を
る
小
塊
石
を

最
前
面
石
積
み
基
底
部
よ
り
高
い
レ
ベ
　
ル
で
一
重
に
配
し
て

石
築
地
の
幅
と
高
さ
が
構
成
さ
れ
る
。
編
は
面
・
五
m
前
後

で
、
高
さ
は
現
存
〇
．
六
m
～
－
．
八
m
を
示
す
。
こ
の
石

積
み
の
後
方
は
粘
質
士
と
砂
丘
を
利
均
し
て
フ
ラ
一
ツ
ト
を
面

が
作
ら
れ
る
が
，
粘
質
士
の
厚
さ
は
石
積
み
後
方
の
厚
さ
と

－
致
し
、
石
積
み
の
補
強
と
石
積
み
後
方
の
地
固
、
め
の
役
割

り
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
方
に
続
く
登
り
上
が
り
と
考

え
ら
れ
る
傾
斜
面
は
自
然
砂
丘
の
傾
斜
を
そ
の
ま
1
利
用
し

た
ら
し
く
、
人
工
的
構
築
の
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
A
5
以

西
で
は
礫
石
が
砂
丘
面
に
粗
癖
に
配
さ
れ
、
当
時
の
傾
斜
面

で
あ
る
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
斜
角
は
A
5
以
東
の

砂
丘
頓
斜
角
と
は
ゞ
一
致
す
る
。

A
・
B
地
点
の
中
程
か
ら
B
地
点
に
か
け
て
、
基
本
防
塁

の
前
面
に
、
更
に
－
重
の
石
築
地
が
ー
～
二
段
の
高
さ
で

－
ー
．
五
m
程
築
か
れ
て
い
る
。
す
べ
て
玄
武
岩
で
、
後
方

の
基
本
石
築
地
と
石
質
を
異
に
し
、
波
に
洗
わ
れ
た
ら
し
く
磨
滅

が
激
し
い
。
B
地
点
は
平
坦
面
が
三
・
五
m
で
傾
斜
面
が
四
．
五

m
も
あ
り
、
A
地
点
の
そ
れ
の
約
2
倍
近
い
大
き
さ
を
示
す
が
断

面
観
察
に
∵
よ
れ
ば
礫
石
を
粗
に
敷
い
た
傾
斜
面
の
下
に
史
に
－
層

粘
質
砂
士
層
が
あ
り
、
そ
の
層
は
平
坦
面
二
m
の
所
に
接
続
し
、

他
ト
レ
　
ン
チ
ゐ
構
造
と
ー
致
す
る
。
傾
斜
面
の
礫
石
が
玄
武
岩
を

主
体
と
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
る
と
前
列
石
列
及
び
長
大

を
平
坦
面
、
後
傾
斜
と
礫
石
は
後
の
禰
築
に
よ
る
構
築
の
可
能
性

が
強
い
。

C
～
F
地
点
で
は
、
石
築
地
の
基
鹿
部
が
最
前
列
、
詰
石
、
後

列
共
に
同
ー
レ
ベ
　
ル
と
な
り
、
使
周
さ
れ
た
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
の
塊

石
も
大
き
く
な
り
A
B
と
異
な
る
が
、
最
前
列
と
後
列
に
大
き
な

塊
石
を
使
い
中
に
詰
め
た
石
を
充
填
す
る
構
築
の
方
法
は
A
、
B

に
同
様
で
幅
も
ー
．
五
～
二
m
程
度
を
示
す
。
こ
の
後
方
に
は
基

鹿
部
と
同
ー
レ
ベ
　
ル
で
敷
か
れ
た
厚
い
粘
土
帯
が
二
．
五
m
程
度

陸
側
に
低
く
傾
斜
を
持
っ
て
接
続
し
、
A
・
B
例
の
よ
う
な
平
坦

面
－
傾
斜
面
と
い
っ
た
劃
然
と
し
た
構
築
は
み
ら
れ
な
い
。
上
部

が
削
平
さ
れ
た
こ
と
に
、
そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
粘
土
帯
の
厚
さ
と
長
さ
は
石
築
地
後
方
の
敷
設
の
作
り
方

に
A
．
B
例
以
上
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
に
構
築
の
相
違
を

感
じ
さ
せ
る
。

．

　

　

・

石
材
　
主
要
を
石
材
と
し
て
砂
岩
、
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
巨
晶
花



崗
岩
）
、
玄
武
岩
が
使
用
二
さ
れ
て
い
る
。
砂
岩
は
A
5
ト
レ
ン
チ

以
東
に
∵
は
全
面
的
に
使
わ
れ
て
い
る
他
B
ト
レ
ン
チ
及
び
そ
れ
よ

り
以
西
の
数
ー
〇
m
に
渡
っ
て
、
他
の
石
材
と
共
に
前
面
塊
石
或
い
は
特

に
詰
石
．
後
傾
斜
敷
石
と
し
て
利
用
∵
さ
れ
て
い
る
。
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
は

A
5
以
西
の
主
要
石
材
で
B
地
点
近
く
で
は
砂
岩
等
と
混
合
し
て

使
用
∵
さ
れ
て
い
る
が
C
地
点
以
西
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ペ
グ
マ
タ
イ

ト
で
1
　
特
に
最
前
列
や
後
列
の
基
礎
的
な
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
○
　
玄
武
岩
は
A
・
B
間
か
ら
B
に
渡
る
二
重
列
石
の
前
列

石
と
し
て
利
用
∵
さ
れ
て
い
る
他
は
、
ほ
と
ん
ど
、
塊
石
の
空
間
を

充
填
す
る
埋
石
～
　
詰
石
、
後
傾
斜
の
泉
石
と
し
て
他
の
砂
岩
、
ペ

グ
マ
タ
イ
ト
と
混
合
し
て
利
用
二
さ
れ
て
い
る
事
が
多
く
、
礫
石
程

度
の
も
の
が
殆
ん
ど
で
、
基
礎
的
な
石
組
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る

事
は
な
い
。
こ
の
事
は
石
材
産
出
地
と
密
接
夜
二
関
係
を
有
す
る
。

私
軌
軋
軋
軋
　
A
5
附
近
よ
り
東
に
多
く
み
ら
れ
る
砂
岩
は
生

の
桧
原
東
方
の
姪
浜
グ
ル
ー
プ
と
い
わ
れ
る
姪
浜
ー
背
の
独
立
小

丘
陵
に
産
し
純
粋
を
砂
岩
層
で
通
称
姪
浜
石
と
言
わ
れ
る
。
妙
見

崎
、
小
戸
山
・
丸
隈
山
、
中
限
山
等
に
産
出
す
る
が
、
海
に
面
し
、

最
短
産
出
地
は
妙
見
崎
、
小
戸
山
で
、
生
の
姶
原
地
区
の
石
築
地

は
小
戸
山
の
南
方
山
麓
に
接
続
し
て
い
る
の
で
妙
見
崎
、
小
戸
山

よ
り
採
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
は
生
の
松
原

西
方
の
長
垂
山
に
産
し
、
石
築
地
も
長
垂
山
に
接
続
し
て
い
る
。

現
在
記
念
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
転
石
と
な
っ
て
、
海

浜
に
か
な
り
多
く
散
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
打
ち
割
っ
て
、
海

岸
沿
い
に
海
を
利
用
し
て
運
搬
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
玄
武
岩
も
・

海
水
に
ょ
る
磨
滅
が
考
え
ら
れ
利
用
∵
さ
れ
た
石
材
は
母
岩
を
打
ち

割
っ
て
利
梢
し
た
と
い
う
よ
り
、
海
浜
の
転
石
を
そ
の
ま
ゝ
、
海

水
を
利
嗣
し
て
運
搬
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
U
　
産
出
地
に
近
い

程
I
　
大
き
な
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
玄
武
岩
は
糸
島

附
近
に
小
独
立
丘
と
し
て
散
在
す
る
が
生
の
桧
原
に
最
も
近
い
産

出
地
と
し
て
残
島
～
　
今
山
が
考
え
ら
れ
る
。
石
材
及
び
石
材
産
出

地
の
研
究
は
目
下
、
九
大
理
学
部
地
質
学
研
究
室
で
精
緻
に
行
な

わ
れ
て
い
る
J
 
A
～
B
と
C
～
F
間
の
粘
土
の
使
用
量
に
格
段
の

相
違
を
み
た
が
、
A
～
B
附
近
か
ら
西
方
に
か
け
て
は
粘
土
出
土

地
は
な
く
、
長
垂
山
山
麓
方
面
に
の
み
そ
の
出
土
地
を
み
る
。
そ

の
使
用
量
に
出
土
地
と
密
接
空
関
係
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
0

他
に
防
塁
の
組
み
方
の
力
学
的
検
討
、
石
築
地
と
砂
丘
と
の
地

理
学
的
関
係
等
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諸
問
題
が
あ
る
が
、
総
合

的
研
究
が
落
着
し
、
本
報
告
に
譲
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
防
塁
、
そ

の
も
の
に
絞
っ
て
得
ら
れ
た
概
況
を
述
べ
た
。

最
後
に
A
5
区
を
境
に
し
て
石
材
、
構
造
に
相
違
が
み
ら
れ
、

そ
の
石
材
産
出
地
が
東
方
の
姪
浜
と
西
方
の
長
垂
に
分
か
れ
、
古

文
書
の
成
果
に
∵
よ
る
姪
浜
地
区
の
課
役
番
役
が
肥
前
の
担
当
で
生

の
独
原
が
肥
後
の
担
当
区
域
で
あ
る
こ
と
と
ー
致
す
る
こ
と
か
ら

そ
の
差
を
課
役
、
番
役
の
相
違
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
強
く
な
っ

た
こ
と
と
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
石
築
地
の
図
は
正
に
生
の
松
原
地
区

そ
の
も
の
の
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
本
調

査
の
ー
大
成
果
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
（
下
条
信
行
）



三
、
元
　
寇
　
防
　
塁
　
に
　
使
　
わ
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
石
　
材

1
　
石
材
の
種
類

火
成
岩
類

・
ペ
　
グ
　
マ
　
タ
　
イ
ト

勺
の

。q

ヨ

P

で＋

．一．

ぐ．

の

淡

灰

色
ヽ

£）
已

P

トT

rナ

N

．．・

0
．1

亡．や

ぎ

。

くつ

ト．一

匹

切

の

ヽ・

呂
．一．

r）

鱒

。

くつ

－ー

－．

ロ

の

蜘
ⅰ一吉．

C）

rト

．一．・

ビナ

の

ヽ．

琵
琶

∽

rO

。

7

．－／．

e・ト

の

を

主

鉱

物

と

す

る

粗

粒

状
の

LL一

石

石
○

・
花
崗
岩
　
　
G
r
詳
n
ニ
e

、

曾
誓
言
・
F
e
；
芸
印
書
　
票
。
二
言
　
を
主
成
分
鉱
物
と
す
る
深
成
岩
。

．
閃
緑
岩
　
　
D
i
。
〓
〓
e

外
観
は
花
崗
岩
に
類
似
し
、
Q
u
雲
叶
N
　
や
　
○
ニ
h
。
C
‡
∽
e
　
の
量
が
少
な
く
　
M
i
c
p
】
　
A
ヨ
p
h
i
b
。
㌃
ー
句
y
r
。
霊
n
e

の
鉄
苦
士
鉱
物
が
多
い
。

・
玄
武
岩
　
　
B
P
S
p
〓

構
成
鉱
物
は
　
○
―
ニ
こ
n
e
 
P
y
↓
°
壇
e
n
e
 
P
戸
a
g
i
。
ニ
a
∽
e
　
　
で
黒
色
緻
密
の
火
山
岩
。

変
成
岩
類

・
角
閃
岩
　
　
　
A
ヨ
p
h
i
b
°
〓
t
e

暗
緑
色
、
主
と
し
て
　
ト
ヨ
p
h
i
b
。
l
e
　
よ
わ
―
を
る
。
。
〓
ま
ロ
e
－
p
y
r
。
壇
e
n
e
 
B
i
。
t
＝
e
・
P
戸
a
g
‐
°
こ
P
敬
の
　
を
含
む
。

・
黒
雲
母
片
岩
　
　
翌
。
t
ニ
e
　
∽
h
i
切
」

黒
色
縞
状
の
結
晶
片
岩

堆
積
岩
類

・
●
砂
岩
　
　
　
S
a
n
d
s
t
。
ロ
e

砂
の
粒
子
が
運
搬
堆
積
作
用
に
∵
よ
っ
て
出
来
た
∵
も
の
。

．
れ
き
岩
　
　
C
。
n
g
戸
°
ヨ
e
r
a
t
e

粒

子

が

粗

く

、

直

径

2

～

1

0

　

m



2
　
各
部
の
石
材
の
岩
石
種
類
と
そ
の
量
比
　
（
概
略
）

石
　
　
　
材
　
　
　
の
　
　
　
岩
　
　
　
種
　
　
　
　
（
　
　
）
　
量
、
数
　
字
　
は
　
修

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

　

（

m

）

　

砂

岩

　

（

1

5

）

　

角

閃

岩

　

（

1

0

）

　

黒

雲

母

片

岩

　

（

5

）

ペ
グ
　
マ
タ
イ
ト
　
（
9
5
）
　
　
玄
武
岩
　
（
5
）

（
西
方
）
　
　
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
玄
武
岩
、
（
希
）

（
東
方
）
　
　
砂
岩
　
玄
武
岩
　
（
希
）
　
　
花
崗
岩
　
（
希
）

砂
岩
　
（
8
0
）
　
　
角
閃
岩
　
（
2
0
）

砂
岩
　
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
玄
武
岩
　
（
希
）

砂
岩
　
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
玄
武
岩
　
花
崗
岩
　
閃
緑
岩
　
（
希
）
　
れ
き
岩
　
（
希
）

〔
前
列
〕
　
玄
武
岩
　
角
閃
岩
　
（
希
）

〔
後
列
〕
　
砂
岩
　
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
希
）
　
角
閃
岩
　
（
希
）

砂
岩
　
玄
武
岩
　
（
希
）
　
　
黒
雲
母
片
岩
　
（
希
）

砂
岩
の
み

砂
岩
　
ペ
グ
　
マ
タ
イ
下
　
れ
き
岩
　
（
希
）

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
大
部
分
）
　
玄
武
岩
　
（
希
）
　
角
閃
岩
　
（
希
）
　
砂
岩
　
（
希
）

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
砂
岩
　
（
希
）
　
　
玄
武
岩
　
（
希
）

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
大
部
分
）
　
　
黒
雲
母
片
岩
　
（
希
）

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
初
）
　
角
閃
岩
（
4
0
）
　
れ
き
岩
　
（
希
）
　
砂
岩
　
（
希
）

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
　
（
9
9
）
　
玄
武
岩
　
（
希
）
　
黒
雲
母
片
岩
　
（
希
）



四
、
防
　
塁
　
の
　
土
　
木
　
工
学
　
的
　
考
察

画一／堤体および付近より採取した試料の粒度

本

防

塁

に

対

す

る

土

木

工

学

的

考

察

は

、

そ

の

構

造

と

施

工

法

に

関

す

る

技

術

的

考

察

と

、

史

跡

と

し

て

保

存

す

る

た

め

の

処

理

を

い

か

に

す

べ

き

か

の

2

問

題

に

わ

た

っ

て

行

覆

う

べ

き

で

あ

ろ

う
。
そ
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

　

防

塁

の

構

造

と

施

工

法

元
寇
防
塁
に
対
す
る
技
術
的
／
調
査
は
、
大
正
二
年
七
月
福
岡

日
日
新
聞
社
主
催
に
よ
る
発
掘
調
査
の
結
果
と
し
て
　
『
明
治
以

前
日
本
土
木
史
』
　
に
記
載
き
れ
て
い
る
。
生
の
桧
原
に
お
け
る

本

防

塁

も

大

略

そ

の

記

述

に

尽

き

て

い

る

が

、

こ

の

発

掘

調

査

は

毘

沙

門

嶽

付

近

の

2

個

所

の

防

塁

に

対

し

て

行

覆

わ

れ

て

お

り

、

そ

の

石

材

も

付

近

の

島

お

よ

び

相

子

嶽

の

山

中

よ

カ

切

出

し
た
∵
も
の
の
由
で
あ
っ
て
、
生
の
桧
原
の
も
の
と
は
岩
種
を
異

に
し
て
い
る
ほ
か
、
防
塁
断
面
も
か
凌
，
タ
異
な
っ
て
い
る
。
そ

れ

ら

の

相

違

点

は

別

節

で

記

述

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

明

ら

か

で

あ

る
は
ず
で
あ
―
ク
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。

本

防

塁

の

土

砂

材

料

に

対

す

る

考

察

は

、

土

質

工

学

的

方

法

を

ア

プ

ロ

ー

チ

と

し

て

な

さ

れ

る

。

彪

1

2

く

伍

よ

り

海

側

へ

擬

軸
と
直
角
方
向
に
甲
〇
m
、
天
端
よ
車
力
二
・
〇
m
の
点
に
お
い
て
、

径
十
c
m
の
オ
l
ガ
Ⅰ
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
そ
の
位
置
に
お

け
る
天
端
高
さ
か
ら
四
〇
c
m
お
き
に
二
八
〇
c
m
ま
で
の
採
取
試

料

な

ら

び

に

付

近

の

試

料

の

粒

子

比

重

お

よ

び

粒

度

を

調

べ

た

結
果
か
ら
、
厚
さ
三
〇
c
m
の
被
覆
士
は
二
五
九
～
ニ
⊥
ハ
三
程
度
、

．）10－



堆
体
内
の
砂
は
そ
れ
よ
り
大
き
く
ニ
⊥
ハ
五
～
ニ
⊥
ハ
六
程
度
の
も

の

で

あ

る

こ

と

が

分

っ

た

。

こ

の

粒

子

比

重

か

ら

は

各

試

料

の

相
違
は
―
あ
ー
ま
り
明
ら
か
で
覆
い
が
、
図
－
ー
、
二
に
示
す
よ
う

な

粒

慶

曲

線

で

は

か

な

り

明

瞭

夜

相

違

が

認

め

ら

れ

る

。

堆

体

内
の
砂
は
砂
で
あ
り
・
こ
の
砂
は
す
で
に
自
然
勾
配
に
変
わ
っ
て

い

る

場

所

で

の

現

在

の

波

打

際

よ

り

約

十

米

陸

側

に

寄

っ

た

位

置

の

も

の

に

も

つ

と

も

よ

く

近

似

し

て

い

る

。

こ

の

位

置

は

ぽ

ぼ
堆
体
の
延
長
上
に
あ
り
・
海
岸
線
が
当
時
と
ぽ
と
ん
ど
変
わ
っ

て

い

な

い

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

い

つ

ぽ

う

表

土

は

砂

質

粘

土

ロ
ー
ム
せ
－
た
∴
ほ
砂
質
ロ
ー
ム
と
し
て
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が

自

然

士

で

あ

る

か

、

あ

る

い

は

粘

土

を

運

ん

で

き

て

砂

に

混

ぜ

た

も

の

で

あ

る

か

は

さ

ら

に

調

べ

て

み

な

い

と

分

ら

な

い

○

も

し

混

ぜ

て

用

い

た

も

の

で

あ

れ

ば

、

粒

慶

調

整

工

法

の

も

っ

と

も
古
い
も
ー
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
い
ず
れ
に
し
て

も

こ

の

ロ

ー

ム

が

田

畑

の

も

の

か

ど

う

か

、

あ

る

い

は

ど

の

場

所

よ

り

運

ば

れ

て

き

た

も

の

か

も

判

定

で

き

る

か

も

知

れ

な

い

。

わ

が

国

で

は

い

わ

ゆ

る

三

和

土

の

知

識

が

近

世

初

頭

よ

り

あ

つ

た
∵
こ
と
が
分
か
つ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
技
術
は
本
防
塁
で
は
な

に
も
見
出
さ
れ
な
い
。

保

存

の

方

法

史

跡

と

し

て

教

育

と

観

光

上

有

効

に

本

防

塁

を

保

存

す

る

方

法
は
・
薬
石
の
前
面
基
礎
の
侵
食
防
止
お
よ
び
薬
石
　
（
砂
岩
お

よ
び
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
）
　
の
露
出
面
の
風
化
防
止
を
主
眼
と
し
て

考

え

る

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

堆

後

背

部

を

ー

部

だ

け

を

露

出

さ

せ
て
当
時
と
し
て
の
形
状
を
そ
の
ま
ま
．
よ
く
分
か
る
よ
う
に
す
る

場

合

に

は

・

さ

ら

に

そ

の

露

出

斜

面

の

処

理

を

加

え

な

け

れ

ば

な

ら
夜
「
h
O
し
か
も
そ
れ
ら
は
す
べ
て
外
観
を
全
く
変
え
な
い
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

築

石

部

の

基

礎

前

面

に

対

す

る

方

法

と

し

て

は

、

長

さ

約

五

〇

㎝
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
∵
よ
り
、
約
三
〇
c
m
間
隔
に
ぽ
ぼ
垂
直
に
薬

液

注

入

を

施

こ

す

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。

あ

る

種

の

け

い

酸

ソ

ー

ダ

系

の

薬

液

が

安

価

で

有

効

で

あ

る

。

別

紙

仕

様

に

ょ

つ

て

そ

の

愛

用

は

三

十

二

万

六

千

円

と

概

算

さ

れ

る

。

埠

後

背

部

の

表

面

を

あ

る

厚

さ

だ

け

安

定

す

る

方

法

も

同

様

の

方

法

に

よ

つ

て

な

し

得

る

と

考

え

ら

れ

る

○

築

石

表

面

の

風

化

防

止

の

た

め

に

は

合

成

樹

脂

材

料

を

ス

プ

レ

イ

す

る

よ

り

他

に

手

段

は

覆

い

が

、

そ

れ

に

よ

つ

て

表

面

に

光

沢

を

作

ら

な

い

こ

と

が

必

要

で

あ

る

た

め

、

建

築

関

係

の

研

究

者

に

も

諮

つ

て

も

つ

と

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

注

入

と

ス

プ

レ

イ

は

・

な

る

べ

く

早

い

時

期

に

現

地

で

試

験

し

て
み
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

文
献

↓
　
土
木
学
会
・
明
治
以
前
日
本
土
木
史
、
昭
和
十
ー
．
六
、

（

二
二
〇
二
頁
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五
、
文
献
か
ら
み
た
元
寇
防
塁

1
　
　
い
わ
ゆ
る
　
「
文
献
」
　
の
意
味

「
元
寇
防
塁
」
　
と
い
う
の
は
、
大
正
初
年
に
甲
山
乎
次
郎

氏
が
仮
称
さ
れ
て
い
た
も
の
が
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
鎌

倉
時
代
の
文
献
に
は
「
石
築
地
　
（
い
し
つ
い
ぢ
）
　
」
　
と
し
か

出
て
こ
お
二
∵
‐
以
下
、
行
文
の
便
且
上
「
防
塁
」
　
の
略
称
を

使
用
す
る
。
防
塁
の
発
掘
・
復
原
の
基
礎
調
査
と
し
て
文
献

調
査
が
先
行
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
昭
和
四
十
二

年
七
月
以
降
、
文
献
調
査
を
進
め
た
し
　
文
献
調
査
の
内
容
は

0
防
塁
築
造
当
時
の
史
料
の
収
集
、
⇔
大
正
以
降
に
お
け
る

防
塁
の
発
見
、
発
掘
等
に
関
す
る
文
献
の
収
集
、
日
元
寇
そ

の
も
の
に
関
す
る
研
究
文
献
の
調
査
の
三
類
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
H
に
は
、
防
塁
の
こ
と
や
防
塁
の
景
況
を
伝
え

る
江
．
戸
時
代
の
地
誌
．
紀
行
類
を
含
ま
せ
た
。
臼
と
し
て
は

「
元
寇
関
係
文
献
目
録
」
　
を
作
成
し
て
『
福
岡
地
方
史
談
話

会
会
報
』
第
五
号
に
掲
載
し
、
調
査
の
優
に
備
え
た
。

こ
の
た
び
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
日
毎
、
な
か
で
も
H
が

と
く
に
緊
急
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
の
で
昭
和
四
十
二
年
十

月
、
関
係
史
料
を
ま
と
め
て
『
史
跡
元
寇
防
凛
関
係
編
年
史

料
』
と
し
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
し
た
o
　
そ
の
際
、

日
の
目
録
も
添
附
し
た
が
、
念
の
た
め
本
篇
末
尾
に
，
も
付
戟

し
て
お
く
。
本
報
告
の
出
典
を
示
す
場
所
で
数
字
を
記
し
て

い
る
の
は
、
右
史
料
集
の
文
書
番
号
で
あ
る
。

わ
が
国
は
文
永
十
－
年
に
初
茸
の
襲
来
を
う
け
た
が
、
そ

れ
か
ら
約
ー
年
後
の
建
治
元
年
　
（
ニ
ー
七
五
）
　
十
二
月
、
わ

が
国
か
ら
異
国
　
（
高
麗
）
　
を
征
伐
し
ょ
う
と
の
計
画
が
た
て
ら
れ

た
。
登
二
年
三
月
十
日
、
鎌
倉
幕
府
は
こ
の
高
麗
発
向
の
輩
を
除

き
鎮
西
諸
国
の
輩
を
し
て
異
国
警
固
の
有
築
地
を
構
築
さ
せ
た
。

そ
の
史
料
を
示
そ
う
。

異
国
警
固
之
問
、
要
害
石
築
地
事
、
高
麗
発
向
輩
之
外
、
課
子

奉
行
、
国
中
平
均
所
致
沙
汰
候
也
、
今
月
廿
日
∴
以
前
、
相
異
．
久

末
、
相
向
博
多
津
、
請
取
役
所
・
可
被
致
沙
汰
候
・
恐
憧
謹
言

建
治
ニ
年
三
月
十
日
　
　
　
　
　
　
少
弐
　
（
経
資
）
　
（
花
押
）

深
江
村
地
頭
，
殿

（
「
，
深
江
家
文
書
、
端
裏
書
、
押
紙
は
省
略
）

従
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
防
塁
に
関
す
る
初

見
史
料
で
あ
り
、
防
塁
築
造
が
療
治
二
年
三
月
ど
ろ
か
ら
始
ま
つ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
麗
征
伐
は
つ
い
に
実
現
し
て
い
な
い

か
ら
、
九
州
は
各
国
と
も
国
中
平
均
に
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
の

御
家
人
だ
け
で
な
く
所
領
を
も
つ
て
い
る
も
の
全
部
が
防
塁
築
造

を
負
超
し
た
の
で
あ
る
。
築
造
の
命
令
を
う
け
た
者
は
、
人
夫
を

引
き
つ
れ
、
築
造
分
担
の
場
所
　
（
役
所
）
　
の
指
示
を
う
げ
、
築
造

に
か
か
っ
た
O
　
防
塁
築
造
は
、
当
初
か
ら
国
中
平
均
の
課
役
で
あ

つ
た
点
、
在
自
す
べ
き
で
あ
る
し

築
造
竣
功
の
予
定
は
建
治
二
年
八
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
　
（
ニ
）
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
厳
密
ニ
陀
仏
∵
う
と
大
隅
国
関
係
史
料
を
－
般
化

し
た
い
　
い
方
と
い
う
こ
と
に
∵
覆
る
。
　
薩
摩
国
の
御
家
人
が
分

担
し
た
箱
崎
方
面
の
防
塁
は
建
治
三
年
正
月
に
で
き
て
い
る
か
ら
（
ニ
D
、

半
年
で
築
造
竣
功
さ
せ
る
予
定
で
あ
つ
た
の
が
、
実
際
に
は
そ
れ
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よ
り
も
延
び
た
個
所
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
こ

と

は

、

防

塁

が

急

造

き

れ

た

こ

と

を

物

語

っ

て

お

り

、

実

際

に

遺

跡
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
右
の
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。

防
塁
の
構
築
さ
れ
た
地
域
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
で
あ
ー
る
か
に

つ
い
て
は
、
遺
債
が
今
津
か
ら
箱
崎
ま
で
確
認
さ
れ
、
文
献
も
そ

の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
た
。
問
題
は
香
椎
地
区
で
あ
る
。
大
正
時

代

か

ら

郷

土

史

家

の

間

で

、

同

地

区

に

防

塁

が

構

築

さ

れ

て

い

た

か
ど
う
か
の
論
議
が
か
わ
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
相
田
二

郎
氏
は
、
豊
後
大
友
氏
の
一
族
志
賀
氏
の
文
書
に
、
志
賀
泰
朝
が

警

固

番

役

に

弟

の

朝

秀

を

上

せ

て

香

椎

宮

中

に

差

遣

し

た

と

あ

る

と
こ
ろ
か
ら
、
香
椎
付
近
の
番
役
は
豊
後
国
の
負
担
で
あ
っ
た
こ

と
を
推
察
さ
れ
、
防
塁
も
同
国
の
負
担
で
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
の
示
唆
を
与
え
て
お
ら
れ
た
　
（
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』

ニ
バ
ー
ニ
頁
）
。
し
か
し
遺
贋
が
な
い
ま
ま
に
決
定
は
留
保
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
近
時
、
『
大
分
県
史
料
』
の
刊
行
に
際
し
て
、

い
く
わ

大
分
県
杵
築
市
0
生
桑
寺
所
蔵
の
大
般
若
経
の
表
紙
見
返
裏
打
文

書
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
間
題
に
一
応
の
解
答
が
与
え
ら
れ
た
。
生

桑
寺
文
書
は
豊
後
八
坂
土
庄
の
地
頭
八
飯
氏
の
文
書
で
あ
る
。
同

文
書
の
中
に
、
「
香
椎
前
浜
石
築
地
事
」
　
と
あ
り
　
（
三
二
、
豊

後
国
の
負
担
で
香
椎
前
浜
に
防
塁
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
し
／
た
が
っ
て
豊
後
国
御
家
人
の
番
役
負
担
の
場

所
が
香
椎
地
区
で
あ
る
こ
と
も
自
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。
防
塁
構

築
と
警
固
番
役
勤
仕
と
が
相
即
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

相
田
氏
に
ょ
つ
て
論
述
し
っ
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
生
の
桧
原
地
区
の
発
掘
調
査
が
、
防
塁
全
体
の
中
で
ど

の
　
よ
う
：
夜
地
位
を
占
め
る
の
か
、
収
集
文
書
を
整
理
し
、
相

田
氏
　
の
成
　
果
を
十
分
に
援
用
し
な
が
ら
ー
覧
表
を
作
成
し
た

（
別
表
ー
）
　
○

防
塁
の
修
築

『
歴
代
鎮
西
志
』
に
よ
る
と
、
弘
安
三
年
　
（
ニ
ー
八
〇
）
　
九

月
筑
前
国
の
御
家
人
が
博
多
袖
浜
の
防
塁
を
築
造
し
て
い
る
。

原
文
書
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
い
ち
か
う
信
用
し
て
お
い
て
よ
か

ろ
う
一
。
防
塁
築
造
は
建
治
二
年
・
三
年
だ
け
で
終
っ
た
の
で
は

な
い
。
既
薬
の
も
の
を
修
理
し
、
新
た
に
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
並
び
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
の
防
塁
遣
贋
が
建

治
二
．
三
年
当
時
の
築
造
の
も
の
か
、
或
い
は
少
し
遅
れ
た
築

造
に
か
か
る
も
の
か
、
或
い
は
そ
の
後
の
補
修
が
加
わ
っ
た
も

の
か
、
い
ち
い
ち
明
ら
め
る
こ
と
は
先
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

・

弘
安
四
年
九
月
、
大
友
親
時
は
豊
後
の
野
上
資
直
に
　
「
貴
書
修

固
並
番
役
」
　
の
勤
仕
を
命
じ
て
お
り
、
建
治
の
築
造
直
後
か
ら
す

で
に
修
理
が
始
ま
っ
て
い
る
。
現
存
遺
痕
に
即
し
て
、
築
造
当

時
の
も
の
で
あ
る
か
、
補
修
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
直

ち
に
判
断
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
文
献
の
面
か
ら
修
理
の
問
題

が
ど
の
程
度
ま
で
確
か
め
ら
れ
る
か
、
そ
の
点
は
明
ら
か
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

弘
安
の
役
が
終
っ
た
あ
と
の
弘
安
七
年
　
（
　
ニ
一
八
四
）
　
後
四

月
薩
摩
の
比
志
島
佐
範
は
宮
崎
の
防
塁
五
丈
一
尺
四
寸
を
築
造

し
　
ニ
ハ
）
、
弘
安
九
年
八
月
に
は
友
清
又
次
郎
入
道
が
筑
後
国

役
所
と
し
て
の
博
多
庄
浜
に
防
塁
を
築
造
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

例
は
史
料
の
表
現
か
ら
は
築
造
と
と
ら
れ
る
が
、
ー
或
い
は
修
理

／－15／｝



を
命
ぜ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
修
理
が
は
っ
き
り
す
る
の

は
、
比
志
島
文
書
正
応
六
年
　
二
二
九
三
）
　
四
月
十
二
日
宮
崎

石
築
地
破
損
検
見
注
文
で
あ
る
。
宮
崎
地
区
の
防
塁
が
破
損
し

た
の
で
、
破
損
個
所
の
修
理
を
薩
摩
国
に
賦
課
し
た
も
の
で
あ

る
。
内
容
は
、
永
利
分
四
丈
五
尺
、
成
島
分
三
丈
五
尺
、
光
富

分
三
丈
、
伊
集
院
分
八
丈
八
尺
、
某
地
分
二
丈
四
尺
、
荒
田
庄

分
二
丈
、
頴
娃
部
分
三
丈
、
谷
山
郡
分
七
丈
、
鹿
児
島
東
方
分

一
丈
、
　
（
以
下
欠
文
）
　
と
な
っ
て
い
る
。

永
仁
五
年
　
（
　
二
一
九
七
）
　
に
は
肥
前
の
青
方
氏
が
同
国
の
負

担
個
所
　
（
姪
浜
地
区
）
　
の
石
築
地
・
乱
机
・
切
立
の
修
理
を
七

月
中
に
し
と
げ
る
上
―
う
一
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
　
（
一
五
）
。
翌
六

年
に
は
薩
摩
国
が
分
担
し
た
宮
崎
地
区
の
裏
加
佐
の
修
理
が
行

な
わ
れ
　
（
一
六
）
、
肥
前
国
が
分
担
し
た
石
築
地
以
下
な
ら
び

に
高
の
修
理
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
正
安
二
年
　
（
　
―
二
〇
〇
）
　
に
は

大
隅
国
、
豊
前
国
が
分
担
し
た
今
津
後
浜
．
青
木
横
浜
地
区

（
一
九
、
二
〇
）
　
同
四
年
に
は
薩
摩
国
分
趣
の
宮
崎
地
区
お
よ

び
肥
前
国
分
担
の
姪
浜
地
区
　
（
補
一
、
二
四
）
、
乾
元
二
年
－

（
一
三
〇
三
）
　
お
よ
び
正
和
五
年
　
（
一
二
二
　
六
）
　
に
は
東
前
国

分
担
の
博
多
前
浜
地
区
　
（
二
五
、
二
七
）
、
同
じ
く
乾
元
二
年

に
は
豊
前
国
分
担
の
青
木
横
浜
地
区
　
（
二
六
）
、
嘉
元
四
年

（
一
三
〇
六
）
　
に
は
薩
摩
国
分
担
の
宮
崎
地
区
　
（
補
五
）
、
元

徳
四
年
　
（
一
三
二
二
一
）
　
に
は
筑
前
国
分
担
の
博
多
地
区
　
（
三
〇
）

の
修
理
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ぽ
か
、
年
月
日
は
分
か
ら

な
い
が
、
豊
後
国
も
分
細
－
の
香
椎
地
区
の
修
理
を
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
　
（
三
二
）
。

5

以
上
が
鎌
倉
時
代
の
史
料
に
み
え
る
防
塁
修
理
関
係
記
事
で

あ
る
。
建
武
政
権
下
で
も
防
塁
の
修
理
は
行
な
わ
れ
て
い
た
よ

ぅ
で
あ
る
　
（
三
四
）
。
さ
ら
に
室
町
幕
府
に
な
っ
て
も
、
防
塁

修
理
が
少
式
頗
尚
・
大
友
氏
泰
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
　
（
三
五
、

三
六
）
。
九
州
幕
軍
の
統
轄
者
で
あ
る
鎮
西
管
領
は
、
防
塁
修

営
を
統
治
業
務
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
修
理
記
事
の
史
料
的
下

限
は
、
康
永
元
年
　
二
三
四
ニ
）
　
五
月
で
あ
る
　
（
三
六
）
。
築

造
が
始
め
ら
れ
た
建
治
二
年
　
（
ニ
ー
七
六
）
　
か
ら
す
る
と
、
六

七
年
目
に
あ
た
／
つ
て
い
る
。

文
献
に
み
え
る
生
の
桧
原
地
区
の
防
塁

端
的
に
い
っ
て
、
生
の
桧
原
地
区
の
防
塁
に
関
す
る
古
文
書

は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
最
近
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
篇
第
四
が

発
刊
さ
れ
、
そ
の
中
に
石
築
地
の
構
築
を
催
促
し
た
元
亭
二
年

二
　
三
二
一
〇
）
　
五
月
八
日
の
少
弐
貞
経
書
下
を
収
め
て
い
る
が
、

本
文
書
は
森
本
延
枝
氏
の
収
集
文
書
で
あ
り
、
あ
て
先
も
筑
前

国
関
係
の
人
物
と
思
わ
れ
、
肥
後
関
係
の
防
塁
史
料
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
肥
後
関
係
の
直
接
の
番
役
文
書
も
現
在
の
と
こ
ろ

発
見
で
き
な
い
。
た
だ
、
竹
崎
季
長
絵
詞
に
∵
よ
っ
て
、
肥
後
国

の
番
役
分
担
が
生
の
桧
原
地
区
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
防
塁
築
造

分
担
地
域
が
同
地
区
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
点
す
で

に
相
田
二
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
°
　
相
田

氏
は
さ
ら
に
、
肥
後
国
御
家
人
が
願
主
と
な
り
、
他
宝
坊
と
い

，
御
師
　
（
先
恵
）
　
も
通
じ
て
生
の
桧
原
に
熊
野
権
現
　
（
現
在
の

壱
岐
神
社
）
　
を
儲
請
し
た
長
沼
賢
海
氏
所
蔵
文
書
を
掲
げ
て
右

の
こ
と
を
補
強
さ
れ
た
　
（
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
三
。
1
ニ
ニ
頁
・
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一
九
四
頁
）
　
同
文
書
は
現
在
長
沼
氏
か
ら
中
村
合
三
郎
氏
の
と
こ

ろ
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
／
。

現

在

の

文

献

調

査

の

段

階

で

は

、

肥

後

国

に

関

す

る

直

接

の

番

役

．

防

塁

関

係

文

書

を

発

見

で

き

ず

、

努

力

は

し

た

も

の

の

、

結

局

、

相

田

氏

の

調

査

の

範

囲

を

出

な

か

っ

た

こ

と

を

改

め

て

申

し

述

べ

ざ

る

を

得

を

い

。

絵

詞

に

よ

っ

て

肥

後

国

御

家

人

の

合

戦

の

ゝ

状

況

は

よ

く

知

ら

れ

、

建

治

二

年

の

い

わ

ゆ

る

異

国

征

伐

に

関

し

て
は
、
肥
後
国
関
係
の
文
書
が
も
っ
と
も
多
く
残
っ
て
い
る
の
に
、

番

役

．

防

塁

の

直

接

史

料

が

残

っ

て

い

な

い

の

は

、

史

料

残

存

の

か

た

よ

り

と

い

う

ぽ

か

は

な

い

。

ち

な

み

に

、

番

役

．

防

塁

関

係

史
料
の
多
い
の
は
薩
摩
、
大
隅
、
肥
前
な
ど
で
あ
る
。

関

係

文

書

の

ぽ

と

ん

ど

な

い

肥

後

国

分

担

の

生

の

桧

原

地

区

の

防

塁

は

、

し

か

し

な

が

ら

竹

崎

季

長

絵

詞

に

よ

っ

て

絵

に

か

き

の

こ

さ

れ

、

遺

贋

と

合

致

す

る

の

は

何

よ

り

幸

い

で

あ

る

。

絵

に

よ

れ

ば

、

防

塁

と

波

打

際

と

の

距

離

は

　

当

時

と

現

在

と

で

は

余

り

変

化

は

な

い

よ

う

で

あ

る

。

生

の

桧

原

と

記

載

し

た

防

塁

関

係

文

書

が

覆

い

と

い

う

こ

と

は

、

当

時

の

地

域

呼

称

と

関

係

の

あ

る

こ

と

で

、

相

田

氏

の

指

摘

の

よ

う

に

、

肥

前

国

が

分

担

し

て

い

た

隣

旗

の

姪

浜

地

区

と

一

帯

に

と

り

あ

つ

か

わ

れ

て

い

た

可

能

性

が

な

い
で
は
な
い
。
今
回
の
発
掘
　
の
部
分
で
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
と
砂
岩

（
姪
浜
よ
り
）
　
と
が
歴
然
と
区
画
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
が
、
こ
の

と
こ
ろ
を
、
肥
前
国
分
担
地
域
　
（
姪
浜
）
　
と
肥
後
国
卦
担
地
域

（
生
の
桧
原
）
　
の
分
け
目
と
考
え
る
考
え
方
も
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

当

時

の

肥

前

国

分

担

の

姪

浜

地

区

が

現

在

の

同

地

区

と

か

な

ら

ず

し

も

一

致

す

る

わ

け

で

は

な

く

、

先

の

相

田

氏

の

考

え

方

も

導

入

で
き
る
か
ら
ー
。
な
お
、
残
存
の
防
塁
関
係
文
書
全
体
に
つ
い

て
　
い
う
一
と
、
防
塁
築
造
に
使
っ
た
石
材
の
質
、
石
材
の
搬
入
経

路
虜
塁
の
構
造
な
ど
を
書
き
記
し
た
文
書
は
全
く
な
い
。

貝
原
益
軒
は
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
　
で
百
道
原
の
防
塁
の
こ
と

を
記
し
、
九
州
各
国
の
国
名
を
刻
ん
だ
石
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

じ
て
い
る
。
大
正
時
代
の
郷
土
史
家
の
中
に
は
、
今
津
方
面
で
同

じ
こ
と
を
民
家
か
ら
聞
い
た
と
報
じ
て
い
る
が
、
現
物
は
で
な

／

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
国
名
を
刻
ん
だ
石
は

も
ち
ろ
ん
、
遺
物
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。

古
文
書
に
み
え
る
防
塁
関
係
用
語

．

　

　

・

加
佐
　
正
応
六
年
　
（
二
一
九
三
）
　
四
月
、
薩
摩
守
護
島
津
忠

完
∴
は
同
国
地
頭
御
家
人
に
あ
て
て
、
宮
崎
石
築
地
以
下
要
害
構

・

　

　

．

え
の
こ
と
を
命
じ
た
が
、
そ
の
中
で
　
「
加
佐
三
丈
と
裏
芝
」
の
破

損
修
理
を
命
じ
て
い
る
　
（
一
三
）
。
ま
た
乾
元
二
年
　
（
一
三
〇

三
）
　
後
四
月
に
は
筑
前
守
護
少
弐
盛
経
が
中
村
続
に
あ
て
て

「
筑
前
国
博
多
前
浜
石
築
地
加
佐
　
修
理
事
」
　
を
命
じ
て
い
る

（
二
五
）
。
さ
ら
に
正
和
五
年
　
（
一
三
ー
六
）
　
二
月
、
筑
前
守

護
少
式
貞
経
が
御
足
禅
地
頭
に
あ
て
て
石
築
地
の
破
損
修
理
と

加
佐
の
竣
功
を
命
じ
て
い
る
　
（
二
七
）
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み

る
と
、
狭
義
の
石
築
地
　
（
海
に
画
し
た
前
面
部
の
右
垣
）
　
と
は

別
個
の
用
語
で
あ
る
。
石
築
地
の
上
部
を
さ
す
用
語
か
、
「
高
」

ヽ

〃
J

に
準
じ
て
石
築
地
の
附
属
物
と
考
え
る
べ
き
か
、
裏
加
佐
の

「
裏
」
　
の
字
を
略
し
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
∵
は

判
断
で
き
な
い
。

査
加
佐
　
正
応
元
年
　
（
二
一
八
八
）
　
五
月
、
薩
摩
国
の
比
志

・
　
　
　
　
　
・
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島
忠
範
は
、
同
国
の
分
担
区
域
で
あ
る
宮
崎
地
区
内
の
同
人
負
担

．

分
の
裏
加
佐
五
丈
一
尺
四
寸
な
し
と
げ
て
い
る
　
（
補
一
）
。
用
語

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
石
塁
の
後
方
に
土
砂
を
盛
っ
て
陸

地

か

ら

石

塁

に

緩

や

か

に

登

れ

る

よ

う

に

作

っ

た

所

を

い

う

の

で

あ
ろ
う
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
回
発
掘
の
生
の
桧
原
地
区
の
、

裏

加

佐

と

い

う

用

語

に

該

当

す

る

と

思

わ

れ

る

部

分

は

、

実

測

図

に

示

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

予

想

以

上

に

後

背

に

長

く

延

び

て

い

．

る
。
自
然
の
傾
斜
を
利
用
し
て
石
を
布
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
土

砂

そ

の

ま

ま

で

は

な

い

。

貴

方

文

書

永

仁

六

年

八

月

土

日

某

書

下

案
　
（
一
七
）
　
に
い
う
　
「
裏
」
　
と
い
う
の
は
裏
加
佐
の
略
語
で
あ
ろ

う
。
裏
芝
で
は
あ
る
ま
い
。

裏

加

佐

の

関

係

史

料

は

、

防

塁

築

造

当

初

の

時

点

で

は

見

当

ら

な
い
。
一
律
に
い
う
の
は
さ
し
ひ
か
え
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
裏
加
佐

は
、
狭
義
の
石
築
地
　
（
海
に
画
し
た
石
垣
の
部
分
）
　
が
築
造
さ
れ

た
あ
と
に
築
営
さ
れ
た
と
こ
土
も
あ
っ
た
よ
－
う
二
に
考
え
ら
れ
ち
今

回
の
発
抱
状
況
も
こ
の
こ
と
を
支
証
す
る
よ
二
つ
で
あ
る
し
、
文
書

の
中
に
出
て
く
る
裏
加
佐
の
用
語
が
石
築
地
と
は
独
立
的
・
相
対

的
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

諒
．
こ
の
用
語
は
肥
前
の
青
方
文
書
　
二
七
、
二
四
）
　
や
豊
後

の
生
乗
寺
文
書
　
（
三
二
）
　
等
に
み
え
る
。
「
肥
前
国
要
害
石
築
地

以
下
井
高
事
」
と
か
「
姪
浜
壱
尺
七
分
高
破
損
井
裏
」
な
ど
と
あ

っ
て
、
石
築
地
と
な
ら
ん
で
そ
の
修
理
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
裏

（
お
そ
ら
く
裏
加
佐
）
　
と
も
相
対
す
る
用
語
で
あ
る
。
相
田
二
郎

氏
は
　
「
裏
加
佐
の
如
く
、
石
築
地
に
附
属
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

（
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
一
八
五
頁
）
　
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

今

回

の

調

査

で

発

砲

さ

れ

た

、

第

一

次

防

塁

の

前

面

部

の

二

次

的

防
塁
の
存
在
　
（
ト
レ
　
ン
チ
A
・
B
の
中
ぽ
ど
か
ら
B
に
わ
た
る
部

分
）
　
を
あ
わ
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

・

　

・

裏
芝
　
薩
藩
旧
記
正
応
六
年
四
月
廿
三
の
文
書
に
み
え
る
　
（
一

三
）
。
砂
防
工
事
の
際
に
竹
を
あ
む
こ
と
な
ど
が
類
想
さ
れ
る
が
、

未
詳
。

．

　

　

・

　

　

　

　

．

　

　

．

乱
杭
・
切
立
　
多
々
良
潟
に
立
て
る
乱
杭
が
筑
前
国
の
負
担
で

あ
っ
た
こ
．
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
　
（
八
）
・
豊
後
国
の
乱
杭
の
供

出
・
修
理
も
、
地
形
か
ら
考
え
て
多
々
良
潟
用
の
も
の
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
　
（
補
七
）
。
永
仁
五
年
　
（
　
二
一
九
七
）
　
に
は
肥
前

の
青
方
氏
が
乱
祝
・
切
立
の
修
理
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
肥
前

丁

国

の

役

所

は

姪

浜

地

区

で

あ

る

か

ら

、

同

地

区

内

に

立

て

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

乱

玩

・

切

立

は

敵

の

上

陸

を

は

ば

む

た

め

の

も

の

で
あ
ろ
抗
ノ
〇

．

　

　

．

　

　

・

舟
簸
釘
　
舟
の
用
材
を
う
ち
つ
け
る
竹
く
ぎ
　
二
〇
、
一
一
）
。

舟
の
負
担
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
い
。
他
の
史
料
か
ら
推
し
て
、

．

海
緑
地
域
の
領
主
た
ち
が
負
捜
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。
舟
は
合
戦
の
時
に
は
軍
船
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
防
塁
築
造
当
時
は
、

・

　

　

・

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

・

そ
の
他
、
「
板
敷
」
　
（
一

．

の
上
に
は
　
「
臆
」
　
や
　
「
旗

二
二
、
二
三
、
補
六
）
、

応
じ
て
賦
課
さ
れ
て
い
た

え
る
防
塁
関
係
の
用
語
は
、

石
を
運
搬
す
る
の
に
使
用
さ
れ
た
ろ
う
。

一
）
　
は
何
に
使
つ
た
か
、
不
詳
。
防
塁

（
旛
）
　
」
　
が
並
べ
ら
れ
　
（
四
、
一
九
、

「
征
矢
」
　
の
供
出
も
、
と
も
に
、
所
領
に

（
一
九
）
。
と
も
あ
れ
、
古
文
書
に
み

今
後
調
査
発
鞄
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い

く

過

程

で

、

漸

次

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

く

で

あ

ろ

う

。
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六
　
か
　
わ
　
り
　
に

今

次

の

調

査

は

生

の

桧

原

地

区

を

主

に

し

て

お

こ

な

わ

れ

、

発

砲

調

査

地

区

は

九

大

分

院

裏

を

は

じ

め

十

郎

川

以

西

で

あ

っ

た

が

、

辛

い

き

わ

め

て

重

要

な

成

果

を

お

さ

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

1

　

九

大

分

院

裏

の

防

塁

を

石

材

か

ら

み

る

と

、

砂

岩

と

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

に

玄

武

岩

を

ま

じ

え

る

が

、

そ

の

中

央

部

で

、

東

は
砂
岩
、
西
は
ペ
　
グ
マ
　
タ
イ
ト
に
は
っ
き
り
わ
か
れ
て
い
る
。

2
　
砂
岩
は
姪
浜
の
小
戸
海
岸
に
露
頭
が
あ
り
、
ペ
　
グ
マ
タ
イ

ト

は

長

垂

の

海

岸

に

露

頭

が

あ

る

の

で

、

そ

れ

ぞ

れ

東

西

よ

り

は

こ

び

、

九

大

分

院

裏

が

そ

の

境

界

を

な

し

た

も

の

と

考

え
ら
れ
る
。

5
　
防
塁
の
構
造
を
九
大
分
院
裏
　
（
A
．
B
）
　
地
点
で
は
自
然

の

砂

丘

を

利

用

し

て

、

前

面

に

石

積

み

の

垣

を

つ

く

り

、

背

面

は

砂

丘

そ

の

も

の

を

利

用

し

て

い

る

。

C

～

F

地

点

で

は

前

面

、

背

面

と

も

に

石

づ

み

、

使

用

の

ペ

グ

マ

イ

ト

の

塊

石

も

大

き

く

な

る

。

こ

れ

か

ら

み

て

、

長

垂

海

岸

に

ち

か

い

防

、

塁

は

比

較

的

、

石

も

大

き

く

、

石

積

み

も

前

、

背

面

と

も

、

と

と

の

つ

て

い

る

の

に

対

し

、

遠

く

に

な

る

程

石

も

小

さ

く

、

ま

た

背

面

に

石

積

み

の

な

い

の

は

、

石

の

運

搬

の

労

力

を

節

約
し
た
と
解
す
る
外
は
な
い
。

4
　
B
ト
レ
　
ン
チ
の
防
塁
前
面
に
は
、
玄
武
岩
の
石
垣
を
さ
ら

に

き

ず

い

て

い

る

。

こ

れ

は

防

塁

築

造

後

に

お

け

る

修

理

補

強
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
　
鎌
倉
時
代
の
古
文
書
な
ど
に
よ
る
と
姪
浜
地
区
に
は
肥
前
、

生

の

桧

原

に

は

肥

後

の

将

兵

に

よ

っ

て

番

役

、

醤

園

に

あ

た

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

占

　

九

大

分

院

裏

の

砂

岩

、

ペ

グ

マ

タ

イ

ト

の

境

は

こ

れ

に

よ

り

東

は

肥

前

、

こ

れ

よ

り

西

は

肥

後

の

負

担

に

よ

っ

て

築

造

さ

れ

ま
た
警
固
番
役
に
あ
た
っ
た
と
す
る
可
能
性
が
っ
よ
い
。

7
　
こ
の
点
、
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
は
、
永
仁
元
毎
　
（
　
二
一
九

三
年
二
月
九
日
）
　
の
奥
書
き
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
竹
崎
季
長
の

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
永
．
弘
安
の
役
に
活

躍
し
た
竹
崎
季
長
の
戦
功
を
画
家
を
し
て
か
ゝ
し
め
た
も
の
で
、

現
在
御
物
，
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
中
に
　
「
生
の
桧
原
」
　
の
状
黄
が
み
え
、
防
塁
　
（
石
築
地
）

の
前
に
竹
崎
季
長
が
馬
上
で
す
1
ん
で
い
る
勇
姿
な
え
が
き
、
石

垣
上
の
将
兵
中
に
　
「
菊
池
武
房
」
　
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
絵
詞

を

か

い

た

画

家

自

身

が

実

際

に

防

塁

を

み

て

か

い

た

か

ど

う

か

は

将

来

研

究

を

要

す

る

が

、

実

に

リ

ア

ル

な

表

現

で

あ

り

、

こ

ゝ

に

み

る

登

場

人

物

は

皆

肥

後

の

武

士

た

ち

で

あ

る

。

私

共

の

今
次
調
査
し
た
地
点
は
ま
さ
に
　
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
　
に
え
が
く

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。
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表
…
　
警
　
固
　
番
　
役
　
勤
　
務
．
防
　
塁
　
築
　
造
　
関
　
係
一
覧
　
表

今

．

津

後

浜

．－ー▼
／
－～
／
．－
－
．一－
一
．・
．
ー－
i
．－．－
．
．ー－
．
一－
．
一．／
－
－

今

宿
青
木
横
浜

生

の

桧

原

姪

浜

百

道

慮

博

多
前

浜

庄

浜

袖

浜

宮

崎

／小

桧

原

洲

崎

多

々

良

湾

香

樵

警

固
番
役
勤
務

．
防
塁

－築
造
地
区

日

向

国

大

隅

国

・

塵

前

国

肥

後

国

肥

前

国

C
弘
安
摘
年
頃
以
降
）

九
州
の
各
国
名

を
刻

ん

だ
石
材

が
ぁ
つ
た
と
い
ぅ

（調
現
前
国
続
風
土
記
豊

筑

後

国

筑

前

国

薩

摩

国
～

（
一
時
期
・
肥
前
鼠
）

豊

後

包

警
固
番
役

．
防
塁
築
造

負
担
国

字 大大
小

今
回
の
発
掘
対
象

向

浜

脇 西地 地
（ 現も 防

塁

粒

蹟

口

戸

字

横
浜
字

ヵ
ン
ノ
ン
前

子
青
木
字
桧
原
．

新

町

行

西

町

蔵
桧
原

九
州
大
学
構
内工

．
農
学
部

乱
杭
を
立
て
て
い
た
）

在

の
と
こ
ろ
確
実
な

の
は
な
い

加
治
木
郡
司

そ
の
他
大
隅
国

成
恒
太
郎
右
衛
門
入
道

（（

武
雄
大
宮

白
魚
行
覚

青
方
四
郎

友
清
叉
次
郎
入
道

（補
う
）

中
村
氏

（

榊
定
禅
地

比
志
島
佐

比
志
島
忠

権
執
印
氏

延
時
三
郎

宕
前
年
村

豊
後
八
坂

野
上
資
直

八
坂
氏

（

慧

軸の
司

（4

（鳩
）

（凱
）

（15
）

8
）

頭 査串範
（

入
、

氏 ‾
（1

．
5 み

．
璃

（博…内／．一
．
－．
・
．．／
・
－－．．－
．
．－

・（2
（
5爪補

7
）

道
（8（補

柑
）

心

．

え内郭

）の
各

△

）六
持

．
（22

（
50
）

） ）

．
瑠
）．渋

（補
4

ノ＼7
、 （52

馳
聯

領 ）
出

）
・

（
．

へ谷） 地 ）

・
（補

潤
主

・

20
）
・
（21
■

艶
）

，口ノ（1・8…
（54
）

占
）（補

5

氏

（柑

す域
か
ら推

臓
鰯

（25
）） の定

）
ア
）

臚
槻

佐
多
定
親

（
禰
寝
氏

一
族
）

曲
番
役
勤
務
・
防

佐
多
阿
古

ニ
郎

…

佐
多
信
親

（
以
上
大
隅
国
門
）－．／

．
．．．
．
－．．
．
－／
よ
・．
－
．．
l
－・
・
・．～
－
．．
－
ニー
．
．－．・－・
．
－－．

山
田
右
衛
門
入
道

世
相
讐

一
郎

一
筆

…
に
就

い
壱

－・，
（

5

日
の
紹
介

（
豊
皿

・
一
竹
崎
季
長
絵

＿

…
れ
て
い
る
○

斑
島
右
衛
門
三
郎
二
二
竜
造
寺
家

二
肥
前
国
御
家
人
の
乱
杭
史
料

清

二
鞄
造
寺
家
益

霹
深
堀
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九　州　大　学

文　学　部

調　査　関　係　者

鏡山　猛（団長）、岡崎　敬，諒，廣次潮，互牒富士雄、下条　信行

橋口　達也（考古学）　　　　　－

箭内　健次、新城　常三、月添　昭二（国史学）

工　学　部　　太田　清六、土田　充義、佐藤　浩（建築学）

山内　豊聴（土木工学）

理　学　部　　種子田定勝、温湯　勝相、辻　和毅、南．基潜（地質学）

福　岡　教　育　大　学　波多野囁三、森田　勉、加治　俊秀、穂坂　和義、三富　能華

南　九　州　大　学　　柳田　純孝

明　　治　　大　　学　　板橋　旺爾

福岡県文化財専門委員　　佐藤　敬二、筑紫　豊

福岡県教育委員会　結城　庸夫、伊藤　薫、岩下　光弘も　渡辺　正気，猿渡　公一

協　力　　団　　体　　朝日新聞社航空部、生の桧原町内会

福　　　岡　　　市　　阿部　源蔵、長束　正之、阿部　哲郎、樋口　辰真、青木　崇、

花田　薫、清水　義彦、石橋　博、野上　淳次、木下　悦子、

荒川　芳弘
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